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令和５年度 研究結果報告



１ 研究概要
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研究概要

• 児童生徒が自らの学びの特性を知るためのアセスメントや、自分らしい

学び方を試すことができる探究プログラム（かまくらULTLAプログラ

ム）の実施を通じ、学校内外における個別最適な学びの在り方（特に、

学習の個性化に関すること）について研究する。

• また、地域の方々や教職員等を対象とした、探究プログラムの理念やノ

ウハウに関するワークショップ研修を開発し、地域社会全体で児童生徒

が特性を発揮しながら学べる場づくりを進める。
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「かまくらULTLAプログラム」とは
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不登校児童生徒数は増加

学校に通うのがつらい児童生徒の本質的原因に迫れているか
9%

9%

学校に係る状況
（学業不振・友人関係等）

29%

家庭に係る状況
（親子の関わり、生活環境の変化等）53%

児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（令和4年度）、鎌倉市

本人に係る状況
（無気力、不安等）

その他

かまくらULTLAプログラムとは
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一人一人ユニークな
個性・特性・学び方

学校特有の環境・
価値観・学び方
（一斉授業・集団との関わり等）

〇

△

マッチ

ミスマッチ

ハッピーな
学校生活

登校渋り
不登校

ULTLAの課題意識

学習特性と学校特有の環境が合わないと、しんどい

関心領域：言語、数、音楽、社会・・・

入力特性：聴覚優位、視覚優位、触覚優位・・・

出力特性：話す、書く、描く、身体表現・・・

学習特性：一方通行、双方向、個人、集団・・・

かまくらULTLAプログラムとは

6



かまくらULTLAプログラムとは

学校になじめない児童生徒の個性や特性を科学的

に把握して、自分にあった学び方でその個性・特

性を最大限発揮することで、そうした児童生徒の

真の自立につながるのではないか
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かまくらULTLAプログラムとは

• 森、お寺、海などの鎌倉の地域特性を生かしたプログラムの中で、参加
者一人ひとりが個性や特性に応じて自分らしく学んでいく方法を見つ
けていくことを目的とした探究プログラム。

• 小学校4年生から中学校3年生で、学校における学習になじめず、不登
校あるいは休みがちとなっているなど、学校に通うのがつらいと感じて
いる児童生徒が参加対象。

• 毎年「海のプログラム」と「森のプログラム」を３日間ずつ実施。

すべての子どもたちがユニークな学びを
花開かせていく世界

8



令和５年度の取組
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令和５年度の取組

① アセスメント

② 探究プログラム

③ ワークショップ研修

令和５年度は以下の３点を柱とした取組を行った
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① アセスメント

認知特性、関心領域、思考スタイル、好奇心スタ
イルの４分野における特性を把握するため、学
術的な根拠に基づくアセスメントを実施

子どもが自分のユニークな学びの特性に気づく
きっかけをつくる
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① アセスメント
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① アセスメント
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② 探究プログラム

探究プログラムの開発・実践
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• 自分らしい学び方を様々な形で試せるような
多様性のあるプログラムコンテンツ

• 鎌倉が持つ豊富な教育資源（人材・自然・歴
史）を活用



③ ワークショップ研修 （リサーチラボ）
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かまくらULTLAプログラムの要素「児童生徒が
自らの個性・特性を知るためのアセスメントの
活用」「地域の教育資源を活かした探究プログ
ラム」の地域への普及

地域と学校との連携や地域社会の理解の醸成
の在り方について検証する



③ ワークショップ研修 （リサーチラボ）
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①リサーチセッション ②ランチセッション ③ワークセッション

かまくらULTLAプロ
グラムの理論を学ぶ

かまくらULTLAプロ
グラムを体験

地域協働によるプロ
グラムづくり
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講師：
SPACE、鎌倉市教育
委員会

地域がまるごと一つにつながり、学びを共有し、作り上げる仕組みづくり

理論セミナー

● アセスメントによる「個
才」の把握・理解

● 個別最適な学びの環境とカ
リキュラムづくり

実践WSセミナー

● サポーターの自己理解：ア
セスメントの実施

● 「個才」に応じたアクティ
ビティ

● 地域リソースを活用したカ
リキュラム作り

理
論
と
実
践
の
二
本
立
て

教材：
2021年度・2022年
度の実践内容

対象：
有志の教員および、
地域内コーディ
ネーター

次年度のプログラム

● アセスメント
の読み取りを
生かして、子
に応じた伴走
を実現

● 作成したカリ
キュラムをブ
ラッシュアッ
プして実施

③ ワークショップ研修 （リサーチラボ）



成果と課題
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成果と課題 （探究プログラム）
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約40％が自分らしい学び方
を見つけることができた

全く見つからなかった とても見つかった



成果と課題 （探究プログラム）

20

はい

57%

いいえ

43%

自分に向いていることが見つかった割合

半数以上が自分に向
いていることを見つけ
ることができた



成果と課題 （探究プログラム）
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ULTLAで学び続けたいという声！

子どもたちのULTLAでの
学びを続けたいという声

保護者のULTLAに参加
してよかったという声

親子ともに約9割の方々が、かまくらULTLAでの学びを必要と感じているとの回答

継続希望

87.3％

成果と課題 （探究プログラム）
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成果と課題（探究プログラム）
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• プログラムの中で児童生徒が自由に学習方法を選択できる
こと

• プログラムのコンテンツに多様性があり、自分らしい学び方
を様々な形で試す機会があること

• 特性があることを踏まえながら寄り添うことで、児童生徒
が安心して自分らしく学びに取り組むことができたこと

プログラムが児童生徒自身の新たな側面に気づかせる
機会として一定の効果を発揮したと考えられる



成果と課題 （ワークショップ研修）
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成果と課題 （ワークショップ研修）
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成果と課題 （ワークショップ研修）
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• かまくらULTLAプログラムに関する基本的
な理解が深まった

• 教職員と地域の教育関係者が繋がる契機と
なった

• 参加者がそれぞれのフィールドで活用してい
くためには更に具体的なケースを想定した研
修が必要



成果と課題 （アセスメント）
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• アセスメントがどれだけ探究プログラムや普
段の学習・生活に取り組む姿勢に影響を及ぼ
したかについてのデータが不足

児童生徒及び保護者にアンケートを通じた追跡
調査を実施し、アセスメントの有効性や児童生徒
の変容について更なる検証を実施


